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＊＊＊   広尾学園高等学校 情報科 
教科「情報」成長期への授業実践の実質化 
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Cは 150，情報 Bは 130に止まっている。また，大阪大学
の2007年新入生を対象に行われた調査結果[7]による674






























































































 平成 19年度は，表 1の年度別情報科カリキュラムに示
すように，必履修科目として 2学年を対象に，情報 Cの
1単位の授業を開講した。選択科目では，3学年を対象に，







表 1 年度別情報科カリキュラム 
 17年度 18年度 19年度 
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図 2 プログラミング学習向けの提示資料抜粋 















































写真 1 実習に活用した自立型 2輪駆動型ロボット 
 
図 3 授業実践に活用した説明用スライド 





















































































































































































































































































































































































図 8 デジタル社会基盤への変革 
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